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f 

t

代

の

醫
'に
及
ぽ
す|
1
^

何
と
い
办
间
題
と
の
ニ
つ 

於
あ
る
。
第 
一
0
問
題
は
地
代
は
穀
價
騰
貴
の
結
果
と 

し
て.
生
卞
、
そ
は
決
し<
醫

を
®

於
す
の
原
因
^
ら 

梦
、
否
、
原
因̂
6
得
^
とS
ふ
リ
ヵ
f
ド
ー
の
地
代 

諭
财
茈
し
く®
明
し
て
届
る
。
第
二
の
_
®
に
就
て
は 

予
は
地̂

の
鐵
勁
«

§

の
變
動
を
來
す
名
の
と
信
じ 

て
届
る
。.
斯
く
云
へ
ば
爾
澈
相
矛
廇
し
て
居
る
や
ぅ
に 

見
え
^

^
、
：m

一
：の
間
題
と
第
二
の
，間
題
と
は
全
然
另 

固
の
問
題
で
あ
つ

V
、

從

つ

て1

方
の
結
論
に
反
す
る 

結
論
を
同
碑
に
併
ぺ*
と
て
其
は̂

し

<
前
者
を
村
壊 

す
所
以
で
は
な

S
、

却
つ
て
地
代
と
穀
價
と
の
間
に
存 

す
る
關
係
の
全
部
を
關
明
す
る
所
以
に
外
な
ら
な

S
 

で
あ
る
0.(

究
、
三
、
五
、
八

)

,
*
I
H
B
^
g
y
s
^
^
^

-5
:
^
l̂:
;
-
.
-
l

」

^
.r
^
-̂
c5
}l
^(

^
^
3J=
^
^̂
^
^ ̂

-*
r
v_l「

:-
^
>
-
:g
~c

名
j
$
-
«
=
w
g
g

，
金

融

會

社
.

の
.
先
騵
及
其
類
例(

三
、完)

.

船
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榮

太
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第
四
章
'
英
園
の
融
通
會
社

英
國
の
罾̂

を
^
く
に
當
ぅ
晋
人
は
先
づ
此
の
國
に
於 

て
融
通
會
社
と
呼
ば
る
、
$

0 -
、
本
質
と
併
せ
て
其
の 

獨
逸
の
金
融#

社
と
の
間
.に
如
何
な
る
關
係
あ
る
か
.を 

明
か
に
せ
ん
と
欲
す
。
英
國
に
於

V

銀
行
と
呼
ば
る
、 

15P

の
、
何
物
な
る̂

に
就
て
»
、
旣
に
ヤ
ー

フ
エ
0『

英 

國
鈸
行
制
度』

と
稱
す
る
阜
拔
な
る
近
著
あ
る
を
以

V

 

敢
て
脊
人
の
敝
々
を
戥
せ
次
る
と
乙
ろ
な
れ
ど
、
金
融 

會
社
の
事
に
關
し

V

は
書
中
踏
ん
ど
片
言
隻
旬
の
こ
れ

. 

に
論
及
し̂

る
と
乙
ろ
な
く
、
义
同
跃
が
现
に
計
寵
中

.. 

に
あ
、

と
傳
へ
ら
.
る
、
此
の
方
向
に
就
て
の
研
究
？
未 

だ
其
の
發
表
の
期
を
明
か
に
せ
ず
。
此
の
他
ァ
ド
ル
フ
、 

グH

1

\

丨
の
著_

『

預
金
®
行
と
投
极
銀
行

J

な
れ
ど 

名
亦
其
所
輸
融
通
會
社
に
觸
る
> 
乙
と
極
めy

少
し
。

敌
に.
晋
人
は
愛
に
論
述
の§

を
融
通
龠
社
が
金
融# 

社
の
槪
念.
と一

敷
し
其
の
：證i

位
‘の
上
に
，立
つ
處
に 

北
む
る
考
へ
に
し
て
、
.差
c

f
、
以

下

に

述

ぶ

る.■
般 

的
總
M
U

ょ
6

<
單
に
兩
蕞
の
明
確
な
る
區
別
を
試
み 

ん
乙
と
を̂
^
^

s

べ
し
。

英
國
に
於
け
る
融
通
會
社
の
名
稱
tt
獨
逸
に
於
て
沄
ふ 

金
.

】

®
會
社 r
H~
^
p̂
E
lc
^
^
r̂
)f
J-
Dl
ら
る
。̂
5̂
ち〗

兴
1« 

の
名
■
奴1

に
爾
合
金
融
會
社
を
合
む
は
云か
迄
名 

無
く
页
に
他
の
企
業
形
：機
を
名
合
有
す
。
英
國
及
び
米 

國
に
於
け
る
幾
多
の
融
通
會
社
tt
若
し
銀
行
の
名
を
避 

け
て
他
の
名
稀
を
以
て
名
づ
く
れ
ば
卽
ち
信
用
機
關 

と
«

す
べ
き
？
の
な
ぅ
。
獨
逸
に
於
げ
る
銀
行
な
る
文 

字
の
普
通
の
用
法
に
從
へ
ば
英
國
融
通

#

社
0
如
き
》 

疑
ぢ
な
く
銀
行
と
名
づ
け
#

ベ
ぎ
4

0
な
れ
ば#2

通
に 

云
ふ.
金
融
會
社
の
意
義
を
鱗
張
し
て
此
の
內

r .
英
i l
融 

*
會
社
を
名
含4

し
め
ん
と
す
る
は
薇
し®

れ.
な
き
t 

t
o
^
A
y
o

英
國
融
通
會
社a

各
般
の.
業
務
を
經
營r

る 

齦
行
叉
は
信
用
機
關
に
し
て
其
の
主
要
な
る
業
務
は
誑



.
券
其.
の
*

の
有
傻
證
券
を
擔
保
と
す
る
贷
付
に
あ

6
0 

然

しV

證
券
代
位
に
よ
る
は
、
，
唯
其
の
；

1
#
分
0
み
。 

何
於
故
に
此
の
如
き
‘目
的
を
有
す
る
企
業
の
英
國
に
發 

達
せ
る
や
に
就
て
は
左
に
順
を
逐
ひ
て
述
ぶ
べ
し
。

英
國
融
通
會
社
は
歷
然
祀
：る
其
發
生
點
及
出
發
點
を
有 

す
。
卽
ち
始
め<

株
式
會
社
，
0
有
限
貴
任
を
規
定
辻
る 

彼
の
千
八
百
六
十

」

一
年
の« '
^

责

f t
：
s -
ガ

れ.
な
6 

.
同
法
施
行
の
結
果&

式
會
社
設
立
の
激
增i

な
6

之 

れ
と
共U

そ
の
設
立
を
^
助
す
べ
き
融
通
會
社
の
設

立 

$

t

f
o

而
於
し
て
、
其
の
設
立
を
補
助
し
杧
る 

方
法
を
見
芯
に
或
は
新
株
式
の
? !.
受
に
關
與
し
、
或
は 

多
く
の
場
合
に̂

て
、
«

^
を»

保
と
し
て
«
#
を
な 

す
に
在6

き
？
而
一
し
て
此
の
如
き
證
趣
保
貸
付
食
社 

舣
英
米
に
異
常
の
發
展
を
な
す
に
隹
れ
る
は
全
く
英
米 

の
將
殊
な
る
會
社
設
立
制
度
に
淵
源
す
。

第
一
英
米
に
於<

は
#
f t
の
設
立
'«
順
次
設
立
を
以

v

 

.
通
常
と
し
、
設
立
に
際
し
、
將
殊
な
る
金
融
業
者
文
は

. 

金
融
銀
行
，

e

必
要
は
、
、
獨
逸
に
於
け
る
妙
.如
く
緊
切
な

ら
次.
る
は
旣
に
述.べ.
杧
る
所«

6

。
之
れ
獨
逸
に
花6 

て
ば
現
物
出
實̂
ぁ

ら

^

る

總

て

の

株

式

财

现

金

を

以 

て
狒.
込

ま

る

、

を

待

ち

V

始
；§
て
會
社
の
成
立
を
見
る 

|

に
反
し
英
米
_

に
ぁ6
 
V
K

、..
會
社
は
官
の
認
許
を#

る
：
 

と
共
に
成
立
し
、
法
は
會
社
炉
如
何
に
そ
の
資
金
を
調

5 

遶
す
る
か
を
問
ふ
事
な
し
、
故
に
發
起
人
は
公
衆
に
ょ 

.

6
<

引
受
け
ら
れ̂
6

し
株
式
»
悉
く
自
ら
引
き
受
く 

j

る
の
外
無
く
從
て
其
の
放
下
せ
る
資
本
を
、
迅
速
に
現 

一
金
化
す
る
方
法
は
、
證
奮
保
の
偕
ろ
.入
れ
に
若
く
事 

一
な
し
。
然
る
に
こ
の
證
券
檐
保
の
«
付
は
英
米
に
於
け 

る
预
金
龈
行'..(

米
國
に.
ぁ
6
 
9
は
國
立
銀
行
、
州
立
銀 

:

行)

に
ょ6

て
は
、
充
分
に
行
は
れ
§'

る
な6

、
之
れ 

纏
て
、.
特
殊
の
證
券
檐
保
貸
付
#

社
の
設
立
を
促
し̂

|

る
第
二
の
理
由
な6

。
素

ょ

-
^
、

此

れ

等

の

銀

行

名

亦 

j

證
券
擔
保
贷
付
業
務
を
な
3
 

V
るU

あ
ら
^
と
雖
名
、 

擔
保
品
は
取
引
所
に

V

取
5[..
せ
ら.
る
、

證

券

に

限

る

.を

以
て
發
起
人
の
希
望
ず
る
が
如
き
廣
き
範
國
に
及
ぶ
事 

な
く
、
且
つ
多
く
長
期0
貸

付
.?
:,
忌
：む
な6

。
此
の
如

* 

•> 

> 

- 

• 

. 

» 

■ 

—

.
I
-
1
1
T

- 

i .
:■.
.

. 

•
•
•
•
•
»
•
-
: 

■
 
*fK.

I

く
な
れ
ぱ
、
輩
に
こ
の
缺
階
を
充
さ
ん
爲
に
？
特
^
な 

る
#

社
の
設
立
せ
ら
る
ベ
き
趣
由
あ6

0

此
れ
等
の
會
■ 

社
1C
し
<

他
人
の
資
本
に
ょ6
 
.<貸
付
を
行
ふ
#
は
熊 

勸
的
及
受
動
的
兩
信
用
業
務
を
行
ふ
銀
行
と
な
6

、
之 

れ
に
反
し
自
己
の
資
本
を
以v
fi
ff

を
行
糸
限
-OS、

此 

れ
等
の
會
社
の
な
す
所
は
、
引
受
け
把
る
證
券
於
其
の 

會
社
の
所
有
權
IC
M

せ
^

る
點
を
除
い
て
は
、
極
め
て 

證
象
代
位
に
類
似
し
、E
f
c
'、
經
濟
的
立
脚
地
ょ6

見 

れ
ば
、
新
設
企
業.の
株
式
に
對
し
、
長
期
の
貸
付
を
な 

す
程
度
の
加
は
る
に
從
ひ
、
證
券
代
位
に
基
く
：獨
逸

U

 

て
.云
.ふ
金
81

行
爲
に
接
近
す
る'こ
と
、
：
益
々
著
じo
. 

S
 

れ
ど
英
米
に
於
て
は
縣
式
の
赚
入
、
卽
ち
關
與
と
貸
付
、 

卽
ち
信
用
授
與
と
は
法
律
上
重
喪
な
る
區
別
を
有
す
る 

於
敌
に
單
純
な
る
貸
付
會
社
に
あ6

V

は
、
未
だ
爱
に 

證
券
代
位
有
6

と
は
言
び
難
し
。
然6

i

雖
：％
、
'融
通 

會
社
は
悉
く
單
に
：證—

保
の
.貸
付
業
務
r-
扃
限
す
る 

に
は
あ
ら
ず
。
或
る
者
は
順
次
設
立
制
度
に
あ
6

ズ
獨
'

逸

茺

云
#
金
_

著

相

當

ず

る

他

霞

務

を

經

營

0

^

雜 

雜

.

す

る

あ

ル

。

.

應

蕾

受.
卽
ち
、
之
れ
に
し

v

共.
に
融
通
：
 

會
社
於
其
證
券*

保
賛
付
業
務
よ6

發

達

せ

し

め

杧

，
る

.

.

業
務
次6
°

元
來
英
米
に
於
け
る
會
社
企
業
の
談
立
《

|

世
人
の
知
る
が
如
く
發
行
龈
行
に
よ
6

て
行
は
れ
，梦

、 

職
業
的
個
人
發
起
人
叉
は

「

。プ
ロ
乇.
}
タ
I
 ju

よ
6
< 

な
3
る
。
近
來
融
通
會
社
»

此
等
の
人
々
に
、
其

の

作
. 

一
成
せ
る
證
券
に
對
し
て
贷
付
を
な
す
に
止
嗳
ら
^
、
そ 

の
證
券
を
公
齋
に
發|̂
す
る
に
際
しi

部
引
受
を
承
認 

す
る
事
を
公
告
す
、
是

u

至
て
は
融
通
#
社
は
貸
付
を 

|

な
す
に
あ
ら
^
し
て
證
券
め
所
有
者
と
な
る
ベ

く
、
其 

の
證
券
を
卽
滕
に
寶
放
つ
機
食
の
減
少
す
る
に

■從
ひ
：次 

第
に
證
券
代
位
會
社
の
性
質
を
帶
ぶ
る
に
至
る
べ
く
、

再
轉
し.
<

吾
人
の
爾
ふ
金
融
會
社
杧
る
に
至
る
べ
し
。

而
し
て
へ
此
の
引
受
は
準
金
融
行

.

と
名
見
做
す
ぺ
し
。

\  

♦
畫
の
如
き
會
社
設
立
制
度
に
在
'

^

て
は
、
金
融
行
爲 

は
唯
だ
：客
觀
的
に
存
左
す
る
0

み
に
し
て
、
主
親
的
に 

見
れ
ば
、
多
く
の
部
分
行
爲
に
分
杧
れ
て
持
分
の
寶
出 

1C

よ
6

行
は
る
。
か
く
ズ
株
式
料
值
接
公
衆
、

.

卽
ち
、

, 

念



多
數
の
人
に
ょ6
.
て
膦
入
せ
ら
る
、1

愈
ょ
多
け
れ
ば 

愈
吾
人
の
所
謂
金
融
行
爲
料
、
同
脖
設
立
制
度
の
獨
逸 

に
於
て
兄
る
が
如
き
ヽ
經
濟
的
行
爲
純
職
業
的
行
爲
杧 

る
®

を
«

少
ず
ベ
く
之
れ
と
共
に
英
米
に
於
け
る
金

| 

融
行
爲
と
發
行
行
爲
と
同
蹄
に
行
は
る
、
事
愈
々
多
き
' 

一
 

を
加
ふ
に
至
る
べ
し'0
3C

個
人
の
小
願
體
、
引
受
闘
叉.

" 

は「

シ
ン
デ
ゲ
ー
ト」

於
職
業
的
に
株
式
を
引
き
受
く
る 

こ
と
大
な
れ
ば
益
々
其
の
行
爲
は
獨
逸
に
普
通
な
る
會
ン 

社
企
業
の
金
® !

行
爲
に
類
似
し
來
る
。
此
場
合
通
例
數 

多
の「

シ
ン
デ
ゲ
I

卜」

^

或
^

.一「

シv

デ
ゲ
—

卜」

が 

全
般
の
指
撺
を
爲
す
を
常i

し
'殊
に
、
：
米
國
に.
あ
6

て 

は
、
他
は「

シ
ン
デ
ゲ
1

ト」

連
は
右
の
指
揮
者
の
手
を 

經
て
の
み
の
持
分
を
有
す
る
こ
と

〜

な
る
を
常
ど
す
。 

卽
ち
前
者
を「

プ
■ィ
r

.

シ
.
i /

r
i

」

'
と

:«

け
後
者
を
_-
..
ア
一 

ン
ダI

、
ラ
ィ
タl
j

i
呼
ぶ
。

,

|

.
然
ら.
ば
1

融
通
會
社i
、
.
獨
逸
金
融
會
社
と
の
差
異 

果
しy

那
邊
に
存
す
る
か
、

ニ

1
110

金
融
#
社
は
全
く 

融
敗
會
社
と
區
贤
し
難
き
名
の
ぁ
れ
ど
名
英
の
名
稱

E

能
く
織̂

金
@
^
1
社
を
包
含
す
ぺX.

從
：'つ/V

同
國
に
於：_  

け
る
將
別
金
融
會
社

(

殊
に
金
鑛
業
の
爲
に
ず
る

)

.
亦
、.

,其
の
槪
念
の

：

中
に
容
れ
得
べ
し
。
一
3
れ
ど
|
國
人
0
名 

辭
は
、
餘6
に
廣
き
に
失
し
、
他
人
の
資
本
を
以
<
經 

營
す
る
敌
を
以
て
吾
人
於
呼
ん
で
、
鈒
行
、
發
行
銀
行
、 

證
券
銀
行
と
な
す
、
會
社
を
名
融
通
會
社
の
名
の
中
に 

合
め
し
む
る
な6
。
英
國
人
の
用
語
例
に
從
へ
味

「

バ 

\

グ」

の
意
義
は
所
爾
純
然
お
る
預
金
銀
行
に
限
ら
る 

る
於
故
、
本
來
の
集
行
業
務̂
る
.預
金
、
及
び
當
座
取 

引
業
務
の
外
、H

U
他
の
業
務
、
殊
に
證
券
業
務
を
併 

せ
行
ふ
名
の-を
呼
ん
で
融
通
會
社
と
呼
ぶ
な
6
。
是
の 

如
き
業
務
を
結
合
せ
る̂

p

の
tt
之
を
金
融
#
社
と
デ
» 

岁
し
て
.證
券
銀
行
と
名
附
く
る
方
妥
當
な
る
べ

く

、

此
、 

種
の
.業
務
は
英
國
融
通
會
社
の
初
期
に
於
け
る
'特
質
な 

6
.
レ
名
、
規
今
に
至
は
將
に
金
鑛
業
に
於

V

純
粹 

の
獨
逸
的
金.融
會
社
の
存
在
を
見
る1C
.至
れ
6
。

次
に
、
考
ふ.
べ
き.
問
題
は
、
何
故
に
.、
初
期
英
國
融
通 

會
f t
似
本
來
の
龈
行
業
務
と
發
行
業
務
及
其
の
他
の
證

P n * v ' v v •如: • M-，••い，•…  M W 1，マ… ：， — リ '''、、Q , j . d へ、，  ̂5 i„ W  ̂  ̂i J ト， ， 剛 P| 冊し

|

!
j
I

i
l

i

s

l

B
S
B
B

I

I
1
I

I

s
奮
寒
顏
聽
截
.
書
奮
ぬ
奪st-
'
業I
E

梁f
I

寒

:1

券
業
魏5:
'

結
合
す
る'に
至
ヶ
し
や
の
ー
問
題
な

6

。
之
れ 

は
®

%

な
く
、.
是
等
業
務
の
結<
ロ
を
行
ひ
翁
初
の
，
證

券 

銀
行
と
成6

し
佛
國
動
産
銀
行
の
.
與
へ
し
影
響
な6
0 

該
動
產.
銀
行
の
異
常
：な
る
成
功
は
W

界
到
る
處
に
大
な 

る
注
意
を
惹
瓲
し
當
勝
英
國
に
て
は
上
記
の
如
く
有
限 

貴
任
法
施
行
の
結
果
、
株
式
會
社
の
諛
立
踵
を
接
し
て 

起
る
の
秋
な6

し
を
以V

對
岸
の
地
に
無
比
の
好
成
績 

を
擧
げ
つ
ゝ
あ
る
大
諛
立
銀
行
が

(

赌
に
動
產
龈
行
は 

成
立
後
塒
を
閲
す
る
乙
ど
十
年
盛
運
の
頂
點

1C

達
す) 

英
人
の
模
敕
す
る
所
と
な
6

し
實
に
當
然
の
事
な6

。 

千
八
百
六
十〗」

年
右
の
新
法
令
出
づ
る
や
1

千
八
百
六 

十
三
年
に&

旣
に
W

個
の
融
通
會
社
成
立
し
、
各
砻
多 

少
の
差
亡
そ
あ
れ
其
の
目
論
見
書
は
悉
く
範
を
佛
國
動 

產
銀
行
に
採6

し

？

の

な

々

き
。
；'- 

英
國
に
於
け
る
識
券
龈
行
の
嚆
灰
と
呼
ば
る

〜

名
の
は 

有
眼
貴
任
偷
を
擎
シ
贩
7

會
へ
社
に
し
て
、
千
八
苕 

六

十

三

年

芄

艿

ニ

が

、

十

人

の

發

»

人
に.
ょ
6

設

立

せ

： 

6

:̂

、
、
資

本

金
11-
萬

勝

考1
萬

槐

に

：分

割
(̂

、
：
先̂
,

額
を
娜
込
む
こ'i
 
V f

、
：そ
の
目
輪
見
書
に
言
务
所
. 

を
输
す
る
に
：
.「

本
會
社
談
立
：の
目
的
«
*
偾
の
窗
賈
、 

鐡
道
株
其
他
の
：證
券®
保
貸
付
•不
動
產
牴
當
貨
付
約
束 

手
形
に
ょ
る
貸
付
及
び
計
f t
卬
に
あ
る
企
業
へ
の
贷
付 

s

f

る
業
務0
總
括
を
行
ひ
叉
鐡
遨
の
如
き
大
規 

糢
な
る
公
共
事
業
のf t
戴
を
實
行
せ
ん
と
す
る
人//
と 

大
資
產
家
とQ

間.
に
容
易fc
相
接
近
し
得
る
の
道
を
開 

X

に
あ
6

。
故
'に

# ,
社
の
事
業
»
此
種
の
證
券
と
相
合 

し
'ズ
龈
行
象
、
資
本
家
、
財
産
管
a ?
人
、
，

理
商
、
伸
立
人 

の
業
務
を
ニ
胤
圓§

易
«

ら
し
め
、
地
方
銀
行
家
、 

伸
立.
人
# :
0
他
に
取6
<

は
貴
重
な
る
文
書
の
引
渡
に 

伴
ふ
危
險
を
減
少
す
る̂
と

、
成
る
是
を
以-C
本
社
の 

設
立
は
實
に
有
カ
な
る
她
方
龈
行
豫
の
慫
慂
與
へ
て
力 

あ
る
な
ろ
本
社
は
金
錢
に
蘭
ず
る
代
理
事
務
を

®
6
宠 

期
叉
は
：：

1

定
の
條
件
付
预
—

受
領
し
汊
重
翦
な
る
金 

融
計
晝
を
成
立
せ
し
め
、
な
ほ
凡
て
此
等
.の
事
務
を
間 

接
代
理
人
と
し
て
處
理
す
べ
し
。

「

大
陸
諸
國
に
於
<
は
夙
に
本
社
の
如
き
機
關
設
立
せ



ら
れ
、
多
大
の
效
果
を
收
め
て
上
述
の
如
き
諸
取
引
の 

媒
介
敦
と
な
れ
る
ぢ
の
あ
る
に
、
大
英
國
に
あ
-
^
て
は 

未
だ
此
の
如
き
一
般
に
認
知
せ
ら
れ
杧
る
代
理
制
度
存 

甘
#

、
此
の
缺
階
を
我
财
金
融
祺
業
發
達
の
程
度
に
應

j 

b

t
る
方
法
を
以
て
補
充
せ
ん
舣
爲
め
設
立
；

l；

ら

れ

杧j 

る
名
の
は
本
倫
敎
融
通
龠

)t
t

な
6」

。 

一
 

「

設
立
報
酬
は
支
拂
は
岁
、
創

立

费

用

亦

絕

對

に

必

要

な

| 

ふ
ぢ
の
に
限
る
、
取
締
役
.の
手
當
は
株
主
に
對
す
る
最
一 

小
酣
當
額
五
分
に
達
し
て
後
、

」

始
め
ぐ
屮
乂
娜
ふ
べ
く
、 

其
剩
餘
金
額
の
五
分
の

1

を
以
.'<

管
理
者
0

手
當
と

定
.

r

本

會

社

栎

式

の

希

望

者

は

別

紙

の
.*
式
に
相
當
の
事
一 

項
を
記
入
し
直
接
、
本
社
創
立
事
務
所

u

宛
て
、
叉
は
一 

間
接
伸
立
人
に
よ6_

込
ぁ
る
べ
く
、#
込
»
何
れ
名
一 

,

會
社
仲
立
人
に
各
株

一

磅

づ

、
の
狒
込
を
要
し
、
伸

立

\ 

A
よ
6
は
娜
込
額
に#

し
受
領
證
を
出
す
べ
く
*
若
し 

株
0
#

込
豫
1

上
に
1

し
其
分
酣
を
爲
し
能
は
次
る 

,
i»

i

©

株
數
：に
對
し
受
派
證i
引
換u

無
償
にy

狒

a

金
を
返
還
す
べ
し

」

云
々

此
の
目
論
見
書
發
表
の
當
肪

(

千
八
百
六
十
三
年}r

エ 

TT  

/
ミ
ス
トJ
S
融

通

俜
)!
[
[:
に
關
す
る
最
初
のit
文「

佛 

國
動
產
銀
行
及
英
國
に
て
提
案
せ
ら
れ
把
る

、

S

S

 

傲」

を
萆
し
て日
く

、

有
限
责
任
双̂
«

^

^

«
i !

f j
i s 

«
行

に
類
似
せ
る
會
社
の
英
IB
U
設
立
せ
ら
る
べ
き
は 

仙
人
のf

せ
し
所
な
る3
®
產
銀
行
と
公
然
の
友
誼 

.關
係
を
有
ず
る
英
國
第
一
流
.の
銀
行.
に
上
ろ
て
模
擬
せ 

ら
る
ぺ
しi
tt
思

；

S

設
け
^
6
し
所
な
'
^と
。
論
文
は
，
 

K

に
進
み
て

會
社
設
立.
業
務
>
#
通
亂
行
業
微
と
を
結 

合
す
る
の
危
險
を
指
摘
じ
、
S
し
く
英
國
に
於
け
る
糢 

傚
者
&
自
己.
の
寶
本
^
助
て
の
み
之
を
經
營
す
ベ
き
な 

6
'

と
言
へ6

。
さ
作〜

此
0
說
遂
に
行»

れ
*
、
卽
ち 

.
融
通
會
社.
の
廣
告
は
直̂

U

特
定
の
期
間
、
利
子
を
附 

しy
預
金
を
爲
ず
事
を
發
表
せ
.
6
0
 

千

八

冥

±

一

 
1牢
：见
に
同
種
の
金
融
會
社
成
立
し
其
の 

f

有

限

影_
任
：
.
國
.
際

融.
通

#

社
£ |

稱
し
、a

本. 

金
は
一1..
菅
舊
磅
に
し
セ.其
©
設
立
^
は
佛
國
動
谨
銀
行
.

マ ' 广 ？ ,  -  ” •へ〜

S5

1

!

5!

I

ft

!

'於
直
接
關
與
し
把
み
此
.の
國
際
徽
通
會
社
の
最
初
の
業 

務
は「

ぐ
ド
ソ
ン
し_
會
社
の
新
株
式
一

一

百
萬
磅
の
引
免. 

に
<

あ
ん
き>

有
匕
<
 
千

八

冥

十

ご
一
年
偷
孰
レ
-!

■

?

證

，八.
-
!
1
|
、オ
ヴ
、rl
v
Kン
：
. 

1

.通

會

社

は

糠

式

資

本

千

萬

磅

を

以

て

設

立

せ

ら

れ

、 

1%
實
際
揉
込
額
は
僅
か
百
萬
磅
な
6

き
。
同
會
»

に
は

r.
y
シ'H 

vル
、ゾ
 

|ル
，フ
ハ
ヴ
オ
リ
セ
ル
^
プ
ヴ
エt(
'*-
/
v'x

、-?
-
.-
J
.、:J
d
%
^
x、H
、K
-
v
^
^
T
i
_ 

ス
ト
 

y
f、ァ
ン
、
フ
：フ
0

•
• 

一
«v
€

V
I
/ ク
ズ
，

ぶ̂

人
.
の
，
關
與
せ
る
あ6

。
a

つ
雨
社
は
金
融
業
務
に
就

.

.

.

.

V
*
-
™ 
カ
ン̂
レ

き
互
に
：
|

致
協
同
の_

係
を
保
ち̂

6

。
K

に

商

籠

f

:M

音

^

矿
柳
|

本

慕

勝

、
が

—

ン

チ
ル
ク
レ
^
ツ
一
フ
シ
ソ
シ
エ
丨
シ
ョ
ン

業

信
.

用
：
會

社
6

資
本
五
十
萬
管
以
て
設
立
せ 

ら
れ
、•
其

の

：
目

的
i

T

る
所
は
共
1C

、.
婼
期
預
金
を
取 

极
；

5
、

確
實
な
る
檐
保
品u

s

し
<
贷
付
を
な
し
及
び 

一
般
金
融
業
務
を
營
む
に
あ
々
き
。
.
：

恰
？
ニ
十
五
苹
の
後
、
投«

信
託
#

絍
に
就
て
起6

し 

と
同
匕
く
當
婶
融
通
會
社
の
談
立
熱
は
甚
だ
熾
に
し
て 

翌
吁
八
百
六
十
四
年
に
新
に
融
通
會
社
の

&
6
し

ぢ

の 

縣
し
く
何
れ名
佛
國
動
淹
0
行
を
模
範
と
な
せ
し
が
爲

戮
I

濯

之

纖

有
限
責
任
動
産
銀
行'
有
限
責
任
倫
敦
動
產
銀
§

社 

等
の
如
し
前
者
は
拂
込
資
本
五
屮
萬
磅
を
以
て
經
營
し 

國
債
地
方
偾
に
關
す
る
商
議
其
認
許
の
出
顺
及

*

fi
r

®
 

實
な
る
證
券
擔
倮
贷
付

、
持
分
株
式
等
の
寶

賈

及
1

般

：
 

金
融
業
務
を
取
扱
ひ
、
且
つ
#

a

の
條
件
に
從
ひ>.0 

期
長
期
の«

金
を
引
受
：く
る
を
其
の
目
的
と
せ

6

。

E
 

に
有
限
賢
任
證
券
融
通
會
社
は
公
稱
資
本
ニ
百
萬
磅
、 

內j

s

-a
f

I

十
萬
磅
叉
有
限
責
任̂T

 
.

融

ぎ
 

會
脆
は
狒
込«

本
五
+ .
萬
紱
を
以
て
設
立
せ
ら
れ
杧
6
 . 

雨

社

の

葉

度

忆

於

け

る

業
務
：の
狀
況
及
其
貸
借
對
照 

表U

就
v
tt
r H

r-
r
/
ミ
ス
ト」

千
A

百
六
十
五
年
分
百 

ニ
十
三
茛
に̂

偸
敦
融
通
會
社
、
帝
國
商
業
信
用
會
社 

0

決
算
報'告
書
は
同
百
二
十

〗

一
頁
に
揭:1
し
存
6

、
就 

て
見
る
べ
し0

.

■

-

 

前
節
め
务
の
ど
同
年
に
歡
立
せ
ら
i
fc
る
融
通
會t t
lc 

は
資
本
金
五
十
萬
磅
の
國民

融

通

•
會
ム
社
7
«
ホ

胃 

莴
磅
の
英

‘
蘭

办地
資
本
五
十
慕



の

驾

慕
¥

每

業

西

萬

ノ

龜

1

謙

0

i

s

寶

讓

计

讓|

か

t

 

.
社

_

1

三

十

馨

の
_

,

通

ふ

割.
引.
#
,

^

資

本
.2

?
十

 ̂

3

.
 

s

-

y-

チ
シ
 

S
 ン
ド
、ュ

“1

ば
*s

、
.i
x
r

^
'
rt
/

o

萬
勝
の
蘇
蘭
及

一
般.：
聊

E.

銀
：
行
ぁ6

パ 

「

尤rr  
ノ.
ミ
ス
ト」

は
屢
々
論
文
を
揭
げ
<
融
通
會
社
の 

批
評
を
な
せA
ノ。
例
へ
ば
、
千
八
百
六
十
四
年
分
九
百 

11

十

一

頁
の.「

融
通
會
祉
の
營
業
報
告
書
ゼ
讀
み
て

」

同 

千
四
十
五
質
の
.「

融
通
會
社
の
利«

と
濫
用」

千
八
西
六 

十
五
年
分
百V

一
十
五
頁.の「 _

會
11
:
諭」
等
の
如
し
。 

其
れ
所
論
：の
：婴
點
は
此
の
如
き
會
社
；の
成
績
は
全
く
會 

社
? :
指
鹚
す
る
人
格
の
如
倾
に
千
«
す
る
事
を
指
示
し 

正
破
な
み#
^

對
照
褒
を
發
表
す
る
こ
と
«
此
の
種
會 

社
に
取6
頗
る
困
難
な
る
べ
き:«
^
j
a
b
、
識
券
を
辟 

人
し
t t-
c
sとV

必
梦
し
名
關
與
を
な
し#

る
と
は
限
ら 

4K
。

叉
之
を
貸
傲#
照
表U

上
す
と
き
、
何
に
ょ6
V

、 

そ
の
價
格
を
定
む
べ
き
か
等
の
問
題
に
論
及
し

^

6
0
 

千
八
百
六
十
六
年

】

一
月
三
日0

「

動
產
銀
行
と
融«

會 

社」

i

題
す
る
論
文
に
よ6「

H
:n

 
ノ.
ミ
ス
ト」

は
融
通

會
f t
の
業
務
に
鋭
き
批
評
を
下
し
今
日

.
所
爾
金
融
業
務
， 

の
大
部
分
の
名
の
は
、
只
贷
付
を
な
す
人
自
身
の
所
有 

に

屬

す

る

現

金/J
7x

tt
J I
-f
f
l

lc
H
6
安
金
fc
刺
用
し
得 

る
现
金
を
以<

の
み
經
營
せ
ら
.
る
ベ
へ
き̂

の
な
6

。
斯 

沪
る
金
融
業
務
は
彼
の
卽
槠
に
囘
收
し
能
は
少
し
て

.1  

$
の.
期
間
內
ヒ
於
て
.の
み
现
金
化
じ
得
ぺ
僉
證
券
に
對 

す
る
貸
付
を
な
す
に
あ
ム
ノ
。
偸
敦

t

於
け
る一 1

三
#
社 

の
報
^

に
就
<
見
る
に
融
通
會
社
は
自
己
に
委
ね
ら
れ 

杧
る
現
金
を
、
銀
激
敷
設
企
業
者
杧
貸
付
、
企
業
者
は 

之
れ
に
對
し
未
だ
褪
設
中
に
あ

.
る
鐡
.道
或
は
未
だ
利
益 

を
生
せ
：ず
或
は
間
々
遠
陽
地
方
に
存
在
す
る
鐵
道
の
槺 

式
を
供
託
し
て
.
其
借
金
0
保
證
6
な
し
'
融
通
會»

« 

彼
等
に«

#

べ
る
に
自
己
の
引
受
け
*
る
短
期
预
金
を 

以
て
す
る
な6
0
此
等
の®
#
«_
 (

若
し
證
券
と
名
附
け 

得
べ
く
ん
ば)

一

定
の
期
間
を
經
過
し
^
る
後
に
あ
ら 

次
れ
ば
現
金
化
し
得
ぎ
る
を
以
て
企
業
者
は
彼
の
振
出 

し
戈
る
手
形0
支
娜
期
日
到
達
す
る
名
ヽ
そ
の
證
券
を 

以
て
現
金
を
得
る
能
は̂
れ
'

s

此
の
洳
き
称
武
は
世
間

i1
II
:装

I
丨.

1
!
!Ii
II
I

1醫
I '

I

に
寶
出
ず
t

^

得
‘る
狀
態
に
達
し
て
後
勒
め
て
眞
の
意，
. 

咴
の
證
券
と
名
附
け
得
可
な-
^、
然
る
に
0
0
の
融
通
：
. 

割
引
會
勝
は
顋
繁
な
る#

告

あ

ろ

し

に

省

拘

ら

*

、

〗

S

の
期
間
预
け
入
れ
、
其
の
經
過
と
共
に
引
き
出

^
る

|  

る
C

と
明
白
な
る
現
金
を
以
て
、
上
述
の

.
如
き
扮
式r

j  

»

し
て
貸
付
を
な
し
允6
之
れ
に
對
し
て
は
間
々
佛
國
一 

難
産
龈
行
の
例
を
擧
ぐ
る
莕
あ
作
ど
佛
國
動
產
龈
行
は 

卣
己
の
關
係
せ
る
諸
會
社
上
6
長
期
の
資
龠
を
偕
入
れ
一 

乙
れ
を
其
贷
付
に
當
て
^
る
名
の
な
れ
ば
同
行
に
向
て 

は
此
の
點
に
關
し
多
少
寃
恕
す
ぺ
き
所
は
あ

.
る
な
6

。 

世
人
の
知
る
如
く1

の
會
廳
諛
立
制
褒
.
&
順
次
諛
立 

な
る
を
以V

將
殊
の
金
融
會
社
に
ょ
る
本
來
の
金
融
行 

爲
行
は
る
ゝ
餘
地
少
く
融
通
會
社
の
主
^

る
業
務
な
る 

は
識
券
に#
す
る
贷
付
け
に
あ6
。
3

4
ど
、
其 

業
務
は
動
産
銀
行
の
業
務
と
本
廣
的
に
異
作
る
名
の
あ

j  

6

。
少
く
と
名®

識
然
代
位
な
る
主
義
の
差
異
に
つ

S

 

て
は
旣
に
記
し
杧
る
财
如
し
。
初
期
の
融
通
會
社
に
あ 

6

て
は
，、
證
券
价
位
の
行
は
れ
し
く
と
亂
だ
少
く
、
故 に

之
を
名
附
け
て
普
通
銀
行
業
務
の
外
、
證
券
の
寶
賈 

を
な
す
處
の.證

券

取

引

企

業

：

と
稱
す
べ
く
、
確
に
證
券 

代
位
を
基
礎
と
す
る
金
融
會t t
に.
は
ぁ
ら
次6

き
。
英 

人
に
取
ろ
て«

動
產
銀
行
の
證
券
代
位
の
方
面
«

主
齋 

な
ふ
^p

の
に
3>
ら
ず
艾
融
通#
« :
と
しV

、

名
大
陸
の
證 

券
銀
行U

見
る
於
如
き
本
來.
の
銀
行
業
務
と證
券
業
務 

と
を
結
合
し̂

る
名
のV,
如
き
tt
寧
ろ
新
奇
に
し
て
且 

つ
千
係
遠
を名
の
な-CN

き
。
ノ
然
れ
ど
名
特
に
注
意
す
ベ 

く
叉
證
券
資
本
制
勃
興
の
特
質
と
名
見
ら
-る
ベ
き
は
彼 

の
预
金
龈
行
の
樂
：務
或
る
程
度
に
於
て
.發
券
銀
行
の
業 

務

を

構

成

す

，
る

動

.
歷
賢
# ;
業
務
0.
短
期
の
名Q

に

し

て 

且
つ
M

爿
所
に
於
て
:®

⑴

せ
ら
るV.
證
券
に
對しV

の 

み
な
す
貸
付
な
る
に甘

せ

^

/

實

際
0
價

値

汆

だ$
ち 

次
る
證
券
を
を
檐
保
と
じ
セ
信
)0
£ ;
與

へ

貸

慨

き

を

夺
 

さ
V
る
ベ
か
ら̂

み
必
®
、
愈
々
駿
切
を
加
へ
來
6

P 

る
# '
之
^
な
：先
實
に
融
通
會
節
の
鏡
務
は
價
格
の
確 

宛
せ
ず
、
何
れ
に
し<
%
0|
)
肺
に
现
命
；化
し
#
ら
れ
次 

彼
が
：

2®
^

奪_

關
與
細
物̂

擔
保
：各̂

る
信
用
め#



與
に
外
な
ら
亨
。3
れ
ば
此
の
如
き
行
爲
に
往
々
非
常 

な
る
危
險
の
伴
ふcv
i

あ
る
は
言
を
待
お
す
し
て
明
な 

.
:る
と.
乙
ろ
な-
0\
。...

之
に
依
て
之
を
觀
れ
ば
融
通
會
社
财
應
募
引
受
を
主
允

j 

る
業
務
ど
な
し
同
勝
に
預
金
業
務
を
等
閊
視
す
る
乙
と

| 

多
げ
れ
ば
益
々
吾
人
の®

ふ
金
融
#

»'

に

近

邇

し

來

る| 

ベ
く
之
れ
に
K
し
預
金
業1?
を
童
要
視
ず
る
^
と

多

け

|  

れ
ば
、
S

V

英
人
の
所
謂
龈
行
に
近
風
し
來
る
べ
，き

は

ン 

藍
し
當
然
の
理
な
グ
。3
れ
ど
爱u

注
！̂

可
は
、
吾 

人
の
.下
^
.る
區
別
tt
c

s

の
將
a

靡
著
.な
る
^
5
=
>
の

に

就| 

■ 

<
の
み
な
し
女
る
に
て
之
れ
现
象
か
.學
問
的
認
識
に<

: 

重
要
な
る
こ
と
な
れ
ど
ぢ
、
實
際
上
に
あ
ろ
て
は
彼
の
へ 

將
質
ょ
4

此
の
將
質
に
瓦
る
間
に
種
々
な
る
過
渡
的
狀
；
：
 

態
、の
存
茌
す

：

ベ
く
、
等
し
く
英
國
融
通
會
社
と
言
ふ
名

、

'
 

其
の
坷
に
は
ヽ
無
數
の
階
級
存
じ
、
預
金
業
務
割
引
業
，

I: 

務
の
外
別
に
主̂

る
業
務
を
有
す.る
？

の
？
、
其
外
取 

引
服
に
寶
貿
兮
ら
る
、
證
券
を
の
み
擔
保
ど
し
て
#
付 

を
な
す
多»

の
會
社
を
？
、
悉
く
働
通
會
'社
の
名
'の
下
'

に

總

括

笆

布

す

る

、
な

6

。
»

讼
叉
^ :
千
八
W

六
十
ニ
屮 

の
有
限
责
任
法
に
ょ6

從
^

個
入
®

#

の
業
務
把
る
に 

過
ぎ
次
6

し
割
引
業
務
を
營
む
株
武
#

![
:

の
ぽ
殳
獎»

せ
ら4

、

此
等
、
割
引*社

..

は
程
度.
の
差
t
そ
あ
れ
、
'
 

悉
く
說
券
檐
條
貸
付
銀
行
お
'̂
%
の
に
し
<
其

多

く

は
.

E
IC
應
募
及
引
受
を̂p

な
す
に
至
れ6
.

°
而
し
て
此
等 

の
會
社
は
他
の«

通
會
社~
こ
異6
、
原
則
と
し
て
&
期 

預
金
の
み
な
ら
步

「
n

 

I
ル」

預
金
を
％
引
受
く
る
な
ら 

此
，の
種#
ft

の
©

®

は「

®J.
;
引

-

會
社

」

なるか如 

' 
く
此
社
ね
梂
式
資
本
.
：！
冒

萬

镑

、

內

、

挪

a

額
半
額
を 

以.
て
千
八
官
六
寸
三
年
十
月
、

一
個
入
割
引
商
會
の

5.

受
の
ボ
、に

霞
f

ル

同

資

本

四

十
S

S

 

「
割
' 

引

株

：
式

會

社」
「

國
岛
割
引
會
社

」
「

偷
敦
_
. ■
 

商
業
割
引
會
社

」

、「

合
同
割
引
會
社

」

等
成
立
し
杧6

。

此

：の

外

所
®

S1
L

®

會
社
に
しy

、
或
る
^p

の
'
は
土
地
®
 

當
貸
付
と
結
合
し
或
者»

全
く
他
の
.業
務
と
結
合
せ̂

共u

主
と
し
て
外
國®
券..u

貸
出
し
を
な
す
者
あ
-
 ̂

卽
ち
千
八
百
六
十

11.1
年

：
「

有
限
賫
任
濠
州
土
她
抵
當
融
ぐ
：

通
會
社J

は
株
式
資
本1'11

百
寓
磅
、
社
.偾
百
九
十
萬
薇
を 

以V

成
立
し
、
其
の
業
務
は
名
稱
の
示
す

^

く
|1

券
»
 

保
貸
付
以
外
、
直
接
土
地
®

當
の
信
用
授
與
を
營
め
ろ
。 

同
年
續
い
て「

有
限
責
任
甫
頭
牴
歡
放
資
會
社
一
成
立
せ

31
多
數
0
會
社
》
、
不
動
產
牴
當
銀
行
の
f

を
現
は 

し
、
長
期
の
預
金
を
受
け
家
屋
に
*
し

「

モ
ル
ト
、グ
！ 

.

.
ジ」

(C
ょ
$
<
«
#

を
*

せ
6

0
千
八
百
七
十
六
年̂. 

立
の「

、ノ
丨
ゥ
ィ
ッ
グ

」

承
»

故

«^
齡
.
彷
、
千
八
百 

'

七
十
七
年
設
立0「

承

繼

放

資

銀

行

」

の

如

き

其

の

‘
例

な
 

'
6
。
：此
等
の
銀
行
は
一
般
に
土
地
牴
當
龈
行
の
組
織
に 

近
接
し
莨
に一

«

し
て
種
々
の±
»

會
» :-
ど
變
匕
^
る 

は
世
人
の
知
るi
 
t
ろ
な
6

。

上

述

せ

、る

組

織

は

悉

く
 

連

纘

馨

展

の

產

物

に

あ

ら̂
、.
却y

各
#

社

の

®

原
 

は
各
自
其
跖
有
の
目
的
を
以
て
相
趑
立

^

ズ

創

設

.
せ

ら 

れ
、
銥
し
て
後
各
自
相
異
れ
る
目
的
を
交
夂
相
遂
行
し 

.V

成
6
し
^P

の
な.
^CN。

近
代
に
於
妨
る
純
然
把
る
贷
付
會
社
は
千
八
西
九
十
年

§
1
.

雕 

錄 

、

、

設
立
實
本
二
十
萬
七
千
磅
及
四
分
半
刺
附
社
債
十
四
萬

.

.

薄

經

證

獲

,#
i

し
f

連

合

：
，
抵

當.
■投

資

；；會

，
社

と

千

八

；票

十
 

;1

年

資

本

金

ニ

：
十

J

萬
勝
を
以
て
、
土
地
及
證
镩
に
鮮 

し.
貸
付
を
な
す
連
，
合

：
經
.
：
濟

投

資

脅.
» •
の

：

■ 

I

雨
者
と
す
。

I

此
の
外
、
：生
命
保
險
證
券
及
汰
之
に
類
す
る
證
券
に
對

, 

し
貸
付
を
な
す
特
殊
の
目
的
を
以
，

y

立
て
る

^ '
«

の
會
：

社 
t
o
 

: 

V
、

尙

、
.本
來
の
融
通
會
社
と
し
て
は
千
九
百
六
年
の
填
輛 

:

融

®-
. :

#

« -
を
擧
ヶ.
べ
：
し

。
.
此

の

會

社

の

目

的

は
 

一

鐵

道

用

車

輛

汽

蠻

-等
の
賈
ひ
人
れ
に
向
て
金
融
す
名 

\

に
あ
ぅ
。
然
れ
ど
が
鐡
遨
用
車
輔
を
賃
贷
す
る
名
の
匕 

.
は
t

卞
。
只
其
の
膦
入
の
把
：め
に
前
貸
を
な
す
な

6
0:

|

尤
^P

或

る

間

其

の_
所
有
權
を
保̂
2
^
る
こ
とtt
f c
^
c
v 

會.

は
自
ら
甕
艰
の
事
ぬ
關
與
せ
ず

。- 

今
日
、
ハ
英
米
仁
於̂
る
取
引
所
及* .
别
所
案
內
の.用
:®
:. , 

例
を
見
れ
ば
信
用
授
與
と
證
券
業
務
を
兼
營
す
る
名
の

.

' 

九m



は
總
べ
て
悉
く
融
通
會
社
の中
に
®

入
す
。
然
れ
ど
名 

之
を
呼
ぶ
に
英
國
侧
の
意
味
に
於
ける「

銀
行J

の
名
稱 

を
以
て
す
る»
不
當
な
6

。
夫
れ
ょ
6

^

p

m'一
 

.ぬ
之
^
' 

に
^
す
べ
き
名
の
は
次
窜
に
述
ぶ
る
來
陸
の
信
訪
會
社 

に
しV

之
は
事
»
上
獨
逸の
發
行
銀
行
の
ル
て
の*

^
 

と
之
に
加
へ
て
^

^
の
他
の
樂
務
を
營
む
名
の
な
み
。 

此
秫
企
業
は
北
他
英
國
IC

?
#
在
す
れ
ど
具
の
數
甚
だ 

少
し
と
す
。
®

合
割

-
引

及

證

.
券

如

社
ば

そ
0

ー
 

に

し
.<
千
八
官
八
十.九

^

談

筇

せ

ら

れ

資

本

十
 

九
黹
二
千
磅
、«

0
的
t

す
5
服
は
割
引
會
社
の
事
務 

と
信
^
俞
社
、の
業
務
と

(

虫
え
し
て
放
資
信
部
會
社
の

)  

を
結
合
す
るi

こ
ろ
に
存
し
、
鈒
行
技
術上
、
最
名
適 

切
な.
る
結
合
な'
^
。
同

.#
社.
は

千

八

百

九

十

ニ

^

^

業 

同
盟
酿
造
業
役
資
會
社
の
引
受
を
な
し
杧

6.
0 

.

:
な
®
、
此
の
植
類̂

獨
す
る
會
紙
は
保
證
.會
社
に

し 

y
i l
名
米
國
に
於y

活
動
し
、
信
訪
會
社
の
中
之
を
«
 

.
の
營
業
務
科
目
の
中
に
加
夯

.
る
漭
多
し
。
，此
會
社
は
叉 

'—

に
省
密
ゲ
、
.
保
證
會
社
は
社
偾
の
利
子51
多
く
の

場
合
株
式
の
利
子
を
名
保
證
す
る
名
の
な

6
、
然
る
に 

從
來
膘
々
之
に
つ

s

 V

雜

欺

或

は

_

著

の

行

は

れ

し

乙

i

f

、
繁

保_

籙

武
■

社
債
©
發
行
者®

|

身
こ
れ
を
拂
込0
名
之
を
寛4
者
は
何
靡
を
皆
知
ら
十
ぃ
ノ 

j

證
券
は
他©
#
社
の
保
證̂

る

故
.|
:
以

<
好
き
相
場
に 

|

<
寶

れ

行

く

べ

し

。
へ

若

し

發

行

者

に

し

H

有
力
な
る
儀 

部
#.
社
に
保
證
を
引
愛
け
し0
る
こ
と
に
成
功
せ
.
ば
、 

■
券
の
相
場
は
膦
貴
し
寶
れ
行
き
组
速
を
加
ふ
る
を
以 

一
■<
そ
の.

.
®
用
tt
之
を
償
念.V

餘
あ-
^
と1

み

ふ
K

の.
 ̂

例
はr

マ
ルn

ン1
-
」

無
線
霧
信
會
社
に
し
て
同
*

が
興 

栎
式
を
發
行
す.る

に

際

し

，細

宵

の

有

カ

な

る

〗

信

部

會
 

社
祕
五
苹
間21
分
0 ;
、酤
當
を
保
證
す
る
旨
を
發
表
し
杧 

る
乙
と̂

0

0
然
る
に
其
の
實® '
信
會
社
は
各}m

弗
株 

.

に
®
し
ヽ
ニ
十
五
敗
苑
を
信
部
龠
社
に
拂
^
み
^
る
吖 

爲
め
其
の
株
券
は
此©
尤
务
ら
し
き
保
證
に
ょ6

五
割 

の「

。ッ
レ
ミT-
ムJ

附
を
以
て
其
の
株
式
を
寶
み
出
ず
乙 

t
j
を
得
^

る
'が
如
し
。
然
れ
ど
名
善
良
次
る
信
部
會
社 

'
は
此
種
の
業
務i

し
て
實
際
の
保
證
引
受
の
如
き
業
務

!
I
I

!
5

l.
藝_會
^
餐̂
_
霸
讀
暴1|
擊
奪.
裏
邊
繁;|
|
>.

を
營
む
t

i

を
好
4

次
る
を
以
て
此
の
目
的
の
爲
に
、 

:

8

#

.

0
會
社
設
立
せ
ら
れ_

.̂

の
；1
:例

を「
I
V

ユ
I 

.ジ
ヤ
1

ジ
ー」

帝
國
信
節
會
社
と
す

T
v
t

パ
ー」

の
調 

査
に
ょ
れ
ば
其
め
ニ
保
證
，に
#

す
る
め̂

#

_
は

砠

當I 

金
拔
：の
場
合.に
て
十
年
後
、
券
面
全
額
の
娜
戾
を
受
く 

ベ
.き
保
®

に
.は
百
弗
に
づ
き
六
十
弗
、
十
五
年
後
百
弗 

に
つ
.き
四
十
七
弗
、
ニ
十
五
年
後
：&
弗

に

つ

き

三

十

ー

一 

弗
、
五
十
年
後
百
弗
に
つ
き
十
六
弗

'の
娜
込
をK

し
年 

'0

分
の
酤
當
保
證
の
場<ロ

に
:<

同
上
.十
年
後
百
弗
.に
つ 

き
九
十
五
弗
、
十
五
年
後
百
鼎
に
つ
き
九
十
，三
弗
、
：ニ 

十
五
年
後
百
弗
に
つ
き
九
十
弗
、
五
十
年
後
百

^

に
，つ

{ 

き
五
十
弗
の
掃
込
を
耍
す
る
規
«

な
6

。.
然
る
に
、
此 

の
會
.社
は
自
己
を
保
證
す
る
こ
と
を
な
3

»

る
^

め

f 

朝
g

ら

破

産

の

運.#y

際
會
せ
ん
か.凡
て
の
保
證
は- 

切
沒
有
に
歸
ず
べ
し
。
素
ょ
6

、
會
社
は
、.善
良
な
る
' 

社
債
を
他
の
信
節
會
社
に
供
訪
し
、

X

W

他
の
保
臉
會 

社
と
契
約
を
締
結
し
以
て
自
已
を
#

保
譜
せ
し
め#
3'
' 

る
に
あ
ら
卞
。3

れ
ど
之
れ
.於
爲
に
は
高
き
料
金
を
支

柳
夯
の
®
ぁ3
。
衙
ほ
此
の
種
類
の
#
社
に
，は
細
育
の 

證.
券
：'柢
'
當

辦

金-
♦!1首
萬
雜)

と.「

才
ス
：：
ィ

：
オ

」

州「

グ

リ

ー

グ1フ

、
\
ド」 

の.
保
證
猶
源
及
信
嫌
會
社
と

、.r  
t
v

ト
リ
ォ
ル

」 

の

北

米

保

®
:

會

社

(

實
本
三
千
萬
四
千
弗
積 

立
金
九
十
萬
弗

)

等
ぁ
6

。

此

れ

等

の

；會

社

は

國

民

經
 

濟
上
、
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
名
の
に
ぁ
ら
步
、
.反 

つ
て
最̂p

多
く
の
場
合
如
何
«
し
き
發
行
を
可
能
な
ら 

し
め
之
れ
を
獎
勵
す
石
こ
と
と
な
^

の
事
實
ぁ6
0
.
多 

く
の
場
合
、
保
證
は
證
券
代
位
の
：代
用
物
の

.
1
種
に
し 

て
文
®
券
代
位
®
動
產
銀
行
の
社
債

U

於
け
る
如
く
保 

證
引
受の

.：！

a
i
*
做
し
得
べ
し
而
し
て
.叉
保
證
會
社 

ft
•

そ%

保
證
し^
る

栎

式

^
少

し

名

收

益

を

齎

ら
 

る
#

、
‘之

れ

を

自

已

：

Q

株

式-
^
交

換

す

る

乙

，
と

あ

6

,° 

是
等
、
各
種
の
融
通
會
難
の

.
'外
>:
證
券
檐
保«

付U

 
$ 

き
を.
お
か
梦
、
將
に

「

プ
口
モ
|
チ
ジ.
グ」

處

：
寡

及
 

,

引
愛
に
全
力
を
注
ぎ
會
社
企
業
に

一
新
生®

を
開 

:

き
同
辟
1
立
制
^
®
# :
に
® :
^v

y

«

•:
>) .
金
融
を
®.
す
資
"



i

.

.

.

本
家
の
業
務
、
順
次
諛
立
制
度
の
下

.に
あ
6

<

は
、

「

ブ 

5
1

乇
丨
タ
の
な
す
業
務

.̂

開
拓
し
、

こ
の
經
營
を 

尊
ら
と
す
る.】

種
の
融
通
會
社
發
生
せ
此
輝
の

.
# 

ft

は
寧
ろ

「

プ
ロ
乇
丨
チ

‘\
グ」
#

社
么
名
附
石
事
最
多.. 

姿
當
な
6

:
°

彼
等
»：
自
ら
歡
立
し
^

る
會
社
の
證
券
を 

長
期
1C
.瓦
.6
W-

有
す
石
を
常
と
す
る
が.傲

.に
獨
逸
の

プ
纪
ン
滅
レ
グ
！
！
f

tt
?

フi

a

t

f
の
な
.6
、
，
何
と
な
れ

ば
、
そ
の
篆
務
は
自
ら
其
0

^
に
長
き
歲
月
を
要
す
る 

企
業
、

4
H

と
しV

、
鐵
遨
鑛
山
の
事
業
に
專
ら
關
係
す
る 

を
以y

な
6

。
此
糧
の
會
社
？
他
の
業
務
と
之
を
結
合 

せ
し
む
る
技
自
然
に
し
て
、ン
上
述
0.

保
»
業
務
と
結
合 

せ
し
め
女
る
者
は
千
八
百
八
十
五
年
株
式

I
J

百
萬
勝
、 

四
分
刺
社
債
百
四
十
萬
磅
：を

似
.て
0
立
せ
ら
れ
^

る 

レ̂

、"
^
レ
丨
崎
に
し

y

 

:其
0

目
的
と
ず
る
所
は

「

商

事
企
業
を
補
助
促
進
し
會
社
の
社
債
の
利
子
及
元
本
を 

保
證
す-i

るu

あ
6

。
多

く

の

放

資

會

社

'

&

此

の

方

法

を
 

採
る
に
至
れ
■る
は
主
と
し

ズ
！

^

の
0
的
を
以
.て
す
る 

©

i

f
 

全
く
企
業
の
金
融
を
圖
る
女
め
に

しy

之
於
爲
め
に
は
危
險
の
度
合
著
し
く
®
大
を
來
す 

は
無
論
の
事
な
财
ら
資
本
放
下
砂
方
法
ょ
^
見
弋
朱
成 

立
の
狀
.態

に

：ぁ

る

：
説

券

を

獲

る

%

却

‘て
相
當
の
收
溢
奪 

生
^
る
t

至
：6

^
る
後
、
之
れ
を
取
引
所
に
於
て
貿
中 

ょ
6

は
遙
：

m

有
利
な
る
教
賴
な
れ
ば.
«

6。
.此
の
a

類
. 

1C

属
す
る
會
社.0.-
數
亦
少̂
.

ら
^

。

資

本

金

」
一

百

萬̂
 

の
信
託
管
理
及
：證
券
保
^

^

社
、
<
ロ
衆
國
社
債
看
社
、 

.濠
§|

融

通
-#

社
、
，
英
米
社
債
會
社
等
な
6

、
信
託
會
社 

.
熱
滕
代
卽
ち
千
八
首
八
十
八
年
乃
.至
九
十
年
忙
瓦6

此 

等
多
く
の
融
通
會
社
は
放
資
信
託
會

»

に
金
融
し
、
或 

:

は
乙
れU

關
與
し
、1或
%

@

己
の
實
放̂

ん
i

す
る
®
 

券
は
彼
等
に
讓
渡
す
等
將
殊
の
貸
出
業
務
を
始
沁

、

i
 

記
合
衆
國
社f

社
は
九
箇
、
英
米
紙1

社
は
十
四 

箇
の
信
託
會
社
を
設
立
し
各
之
は
關
與
し

^

6

0
英
米
，

.

社
債
會
社0

關
與
し
杧
る
融
通
會
社
夂
«

放
資
信
|6
#

. 

社
に
.
«優
先
證
券
信̂
«|

社「

ロ
ン
ド
ン
、ス

n

ツ
チ
シ 

r;:、

ア
メ
リ
カ
ン
；
|信
託
會
社;~
1

バ
ン
カ
彳
ス
'

」

放
資
信
託 

會
社
海
隆
軍
人
放
資
信|6會
社
3

”
 y
ド

.
'

ンj

及
濠
洲
社
.，

I

霧

_

連
八
ロ
放
寶
信
託
會
敗
、
.放

寶

信

馨

社

、
'、
英 

國
放
資
信
韶
會
社
、
海
外
及
观
民
地
社
赓
會
社
、
，社
廣 

會
社
、
__

丨
スn

ツト

】

フンド

」

，換
筆
見

_

社

債
' 

#

社

、
西
英
信
託
會
社
、
實.產
.
.換
'
價
會
社
、
 

國
際
放
資
信
飩
會It
'

ぁ
6

、
斯
の
如
く
此
種
多
數
の
放 

資
信
K
tt
爱
に
再
ぴ
金
，
1
1會
社
と
成6
.企
業
5:
:
興
し
51 

己
れ
自
ら
他
の
放
資
信
託
に
關
與
す
る

.に
至
れ.
6
。「

エ 

コ
ノ
ミ
ス
ト

」

が
此
.-
5
:形
容
しy

#

草
中
の
#
車
と
云 

ひ
>

此
相
互
關
與
の
有
様
を
稱
し
--
<

1.

の
無
限
法
則
と 

言
ひ
し
名
の
藎
し
敌
無
き
に
ぁ
ら
^

.0 

以
上
®

後U

述
べ
允
る
組
織.

U

至
て
は
大
抵
自a

の
資 

本
を
以V

營
業
し
、
少
し
名
他
よ6

預
金
を
受
け̂

る 

名
の
な
れ
ば
今
や
全
く
疋
當
芬
る
金
融
會
社
と
^
ふ
ベ 

し
。
次
$

し
く
米
國
に
於
て
'
信
託
會
社
の
名
を
以
弋 

呼
ば
る
、
銀
行
に
就
き
简
單
な
る
論
述
を
な
し
以
て
そ 

:
s
.

金
融
會
社
と
異
な
る
と
乙
ろ
を
明
か

1C

す
べ
し
。

' :
:
:
第
五
章
一
:

勤

®:
書

會

社

人

信
託
會
社•
»

英
國
法
律®

度
に
於
け
る
信
託
卽
%

「

ト 

ラ
ス
ト」

を
米
國
に
於<'

營
利
0.

目
的
に
應
用
も
て
«

. 

6

^

る
名
0

な
み
、
敌
に
此0

如
き
信
託
の
目
隨
と
す 

.
る
他
人
の
爲
に
す
る
敗
產
管
理
の
事
は
最

$

多
く
、
生 

命
保
險
業
と
結
合
す
る
は
自
然
の
順
序
な

6

。
千
八
百. 

十
1
1
年「

ぺ
ン
ン
ル
グ
ァ
ヒ
ャLL
生

.#
保

險

年

金

會

社

談
 

立
せ
ら
れ
爾
來
千
八
百
三
十
六
年
に
至
る
間
に
他
に
同 

一
の
目
的
を
以
，

<

す
る
0
1:#

社
の
諛
立
を
見
、
千
八
百 

五
十一

年
に̂
;

6

1
#.

廣
狐
な
名
目
的
を
零
る

1;

會

社
の「

ブ
ロ
“
ソ
ヰ.
デ.
シ.
ス」

市

に

談

立

せ

ら

る

、

あ

ろ

.0  

千
八
苜
五
十
三
年
細1

に
於H

、
.

純
然
^
る
信
託
業 

'務_
の
處.
理

の

み

を:|
3
的
ぶ
す.
る.(

生
#
保
險
業
を
除
き

)  

合
衆
國
信
託#

社
觀
立
せ
ら
れ
財
產
管
理
業
ょ
$
>
直 

も
に«

金
の-
取
紙
及
£
短

期

の
-«
付
、
_

卽
ち
本
來
の—
 

行
業
務
少
營
む
に
至
れ6
然
れ
ど
名
信
託
預
金
は
銀
行 

預

金

，土

は

其

の

本

質

異

^

る

笫

の
.
な

れ

_ば

苹

常

其

の

管
 

理
方
法
を
別
に
し
杧6

,°
千
八
百
九
十
七
年
紐
育
州
の 

銀
行
法
は
信
託‘食
社
を
定
義
し
て

「

ぼ
#

に
規
定
し
あ



六
0
六

雜

、

錄

る
場
合
に
於
て
受
託
者
と
し
て
處
理
す
る

*
め
§

に 

信
託
せ
ら
れ*

石
、
信
骼
及
信P

産
を
引
受
け
、
预 

6

、
叉
は
管
理
し
、E

に
金
錢
其
他
の
動
產
の
预
入
れ 

を
受
け
、
併
せ
て
動
產
及
不
動
産
if
f
保
の
贷
付
を
な
す
一 

を
目
的i
す
る
內
國#

社
な-0

」

と

せ

，
ク
。

to
育
州
に
於 

て
は
信.
K
會
祉
の
設
立
に
は
十
三
人
以
上
の
發
起
を
必 

觀
と
^-
:
せ
6
。

千
八
笛
八
十
年
迄
に
成
立
せ
し
信
託
會
社
の
數
は

.
僅

に

，
 

五
十
八
，を
數.へ
女6
し
於
、..
千
九
苜
六
年
に
至
て
は
實
'

に
千
闽
百11

十
九
の
多
數
に
上
れ6 (「

力

ー

グ

ブ

ラ

ィ 

ド」

及「

ス
タ
r

レ
ツ
ト」

の
調
査
に
よ
石
。
獨
逸
の

「
ネ 

1
^
1
ド」

》
千
三
百
十
沍
な6

と
言
ふ)

而
し
て
、
其 

の
銀
行
と
しV

重
要
な
る
她
位
を15
0
る

は

五

千

四

百|  

十
二
の
瞎
立
銀
行
の
總
預
金
高
0
十
四
億
弗
な
る
.に
對
一 

し
信
託
會
社
の
预
金
が
ニ
十
三
億
卯
に
上
れ
る
を
見
て

— 

名
明
な
一
る
：
べ

し

。
,,

. 

.

米

國.
信

部

會

社

の

'
事

業

i/
i

雜

誌i 
.
.
ヮア
.！

ル' ド
、
ゥ
オ

..1 

ク
;-
1_.
^
九

百

八

年

ニ

月

號

^
戴

せ*
る「

ジ
a

ム
、
中

, 

5

0

丨
ス」

の
言
ふ
所
に
據
れ
ば
大
約
左
の
九
®
IC
E
6
、 

其
の
內
最
後
の
四
項
は
信
託
會
社
に
よ

6

之
れ
を
®
ま 

S '
'
る.
名
の
あ6
0

,/
1
,、.
信
託
會
社
の»

行
部
は
'凡
を
州
立
銀
行
の
營
む 

1

切
の
事
業
を
營
み
現
に
二
三
の 

,

ー

億

弗

：に

近

铎

預

金

を

有

す

。
''
.

ニ
、'
外
鼯
爲
替
部
_

s

國
爲
替
、i

證
券
、

S

 

.. 
'
證

書

、

手

形

引

受

に

：關

.

石
業
務
を
營
み34
信
用 

狀
の
發
行
等
を«

极
务
。;

.1】1

、
證

券

部

は

，特

に

鐵

道

及

地

方

債

を

そ

の

：得

意

先 

に
寶
却
す
。
;

點
杂
然
篇
人
銀
行
と
異
な
る
と
； 

ろ

^
し

0

.

.
四
、
信
託
部
は
、
死
後
財
産
取
締
人
、

.
受
託.
者
"
財 

產
管
理̂

の

職

務

を

な

し

.、

擔

保

物

件

の

管

理

を
 

'引
愛
け
又.
受
託
者
或
杜
財
產
代
理
人
と
'1
..て
法
人 

の
證
券
發
行
に
關
す
る
方
策
を
處
：理
す
。

(

引
.受
國 

.

.
の
：

1

員
t
u
v
f
e
tt
あ
ら
^

)

.
而
し
て
信
託
手
數
. 

料
は
大
摭
法
律
に
よ6

て
規
定
せ
ら
石
。

a .5，.《TR.{>| •丨■八〜*.-亡•い、つ•

I

I

I
1
!

iI
i

I
j

五
、
登
織
及
書
换
部
。
會
社
企
槳
の
爲
め
に
、
株
式 

社
偾
の
猙
錄
を
を
し
之
れ
に
#
し
て
設
明
書
を
發 

し
^
義
書
艘
の■例
介
.̂

な
し
叉
代a

者
を
立y

、

'

.

企
襲
の
設
立
及
淸
算
を
處
理
す
。

六
、
不
働
產
部
。
.
會

社

自

ら

.不

動

產

の

寶

賈

を

な

し 

或
は
其
伸
立
人
と
成6

、
不
動
產
の
富
見
を
伸
介 

す
。
特
にr

三
ズ
リ
ー
ー
州
に
於
て
ば
信
記
會
社
に 

し
て̂

動
產
に
關
す■•
る
事
業
を
兼
營
す
る^^
の
*
 

だ
多
し
。

七
、
：

腔
#;s

部
、
合
衆
國
中
三
四
の.州
に
<
は
信
託
會 

社
に
此
の
次
字
を
使
用
す
る
こ
i

を
許
3
 
,>'「

、
故 

.
に
it

#

の
州
に
あ6

て

は

稱

し

て

部

と

名

づ

.

く
。
:
,'
:

■ '
:
,
.

.

八
、
建
翁
部
、
多
く
の
信
託
會
祉
は
同
國

1C

夥
し
き

■

■•-
'
彼
の
靡
設
及
贷
付
會
社
の
事
業
を
善
み
建
難
會

.

動
產
抵
當
銀
行
の
雨
性
質
を
具
備
す

y
 
•

九
、
權
源
又
權
刺
保
證
部
。
■

不
動
康
寶
賈
及
其
#
介 

U

關
連
す
る
業
務U

しV
.

米
國
ね
充
分
な
ゐ
登
齡

':
;
づ
刺
度
；
©

■

せ
^

る
爲
め
出
地.瓦
立•
地
、の
所
有
關
係 

J:
:
'
lf
fe
L>-.

及
^

之
を̂

督
す'
る
.̂

6

.。

.
：

本
來
の
信
託
業
務
ふ

」

i
^
u
1C
■
券
業
務
は
信
諸
會
社
の
.

\

營
業
中
重
製
な
る
部
門
に
®
しV

多
數
の#
冊
會
社«

|

各
^
其
脅
後
に
隱
れ̂

る
資
本
家
、
金
融
.
家
に
よ.
6
:て 

一
左
右
せ
ら
れ
、

.
彼
等
於
’
ナ
方
に
支
酿
ず
る
國
立
銀
行
の 

|

營
*
能
は>

る
業
務.
を
'悉.
く
信
|6
食
«:
に

處

理

經

營

せ
 

\

し
む
る
を
以
て
多
く
の
信
託
會
社
は
說
の
應
募
及
引

®

\

.

業
務
を
行
ふ
乙i

*

s

f
 
o.
此
の
« -
合

信

託
:#
齙 

\

は
、
先
づ
其
の
背
後
に
立
つ
#

本
家
の
金
融
行
爲
を# 

j

助
し
、

；

然
：る
後
、
漸
次
、：を
の
證
券
を
請
求
者
に*
®

|  

j
る_KJ

と

を

努

め̂

る
；ベ̂.
ら.
^

,:
o
_
多
數.
の
：會a
«

之.

|

れ
舣
爲
め
證
券
の
所
有
高
過
大
に
流
る
、
は
、
：
免
れ
含 

る
の
數'に
し
て
其
め
例
證:|
:
擧

ぐ

れ

ば|/
/
:
育

商

人

信

託
 

|

會

社

は

「

ゥ

エ

スチ
«

、ノ
ヶ

ズ_

!
#
社

の

：設

立

^

よ 

6

諸
電
氣
企
業
の
株
券
を
以

K
、

共
和
國
信
託
會
社
は.- 

造
*

信
託
'#
社
の
胄
立
に
よ
ム
ノ
、
造
«

會
社
株
を
以y 

r

シ
カ
ゴ」

の「

ウ
オ
ル
シ
ュ」

龈
行
は
»
«
中
の
鐡
道
企

六
o

七

雜

錄

1
0
1



山
ハO
A

雑

錄

業
株
を
以
て
、
各
々
、
證
券
所
有
過
多
の
狀
態

Ic
f

 

杧
-
C
N
O
M
t
i

1】

ツ
カ
I
、
、水
ツ
力1
1:
信
託
會
社
亦
を
の 

背
後
に
控
へ
允
る
資
本
家
に
壓
迫
せ
ら
れ
大
に
引
受
事 

業
に
手
を
仰
し
業
務
膨
大
に
失
し
終
に
倒
產
の

1̂

^
を 

見
る
に
至
れ6
。 

; 

然
れ
ど
名
大
抵
皆
其

r

信
訪
者」

は
些
少
■の
a
害
を
名
被
. 

む
る
事
無
か6
き
之
れ
信
部
財
産
は
會
社
自
身
の
財
產 

i
全
然
分
離
し 

<管
理
せ
ら
れ|<
:
れ
ぱ
な
6
。(

了)

、 

1
S

，く
獨
逸
大
龈
行
の
發
達

(

中)

■'
'

*

屋
：：

友
.次

郞

;-
,
:

五

、

國

內

蓉

の

集

中
：

大
鈒
行
财
新
支
店
の
«
談
他
銀
行
の
併
合
賈
收
或
は
株 

式
の
听
有
交
換
等
の
方
法
に
據
6
其
統
轄
權
を
收
め
其 

結
果
國
內.
龈
行
■
務S

漸
勝
小
數
銀
行
の
手
に
掌
握
せ 

ら

石

、
現

象

を

指

じ

v

M

行
集
中
と
名
付
く
、
而

し< 

集
中
的
規
象
ゆ
獨
逸
に
於
て
*

名
盛
に
し
て
斯
業
の
發 

達
^
及
ぼ
し
來
る
影
響
頗
み
大
$ ,
6
。
、

(
ニ
支
店
の.
設

置

，
.
國
«
主
喪
の
地
に
支
店
を
齪
諛
し 

或

«
小
龈
行
を
賈
收
合
併
し
て
支
店
と
な
し
て
業
務
の 

擴
張
餘
1C
是
に
#

ふ«

金
の
®
收
を
策
せ
んi
す
る
方
、
 

法
は
各
國
共
に*

襲

す

る

所

：
に

し

V

獨
逸
に
於
て
ダ 

「

ド
レ
ス
‘ザ\

」
銀
行
のE
H
-
五
支
店
を
始
め
と
し
て
僦
. 

妒
に
伯
林#

業
會
社
及1
3獨

逸

阈

民

銀

行

の

一

一

例

外

を' 

徐
き
て
诌
餘
諸
龈
行
何
れ
名
多
少
の
國
灼
支
庙
を
有
せ

§'
'
る
劣
の
な
しo 

'

主
要
大
銀
行
玄
店
數
を
擧
れ
ば
次
の
如
し
。

獨
逸
銀
行
 

•
九ド
レス
デン
銀行
四五
：

 

割
則
會
社
：

 

十_
1
1

商
工
銀
行
 

11.

五 

シ
ヤ
ウ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
銀
行
組
合
十
二

 

/

是
等
の
數
字S
支
店
制
度
の
最
名
普
及
せ
る
英
國
に
於 

け
る
フ
ィ
ド
じ
へ
銀
行
の
芄
百
七
十
有
餘
の
支
店
に
比 

し
て
著
し
き
懸
隔
あ
る
奴
如
き
名
獨
逸
に
於

V

は
別
に 

預

金

取

极

所

或

は

娘

銀

行

と

稱

す

る

如

き

制

度

の 

存
在
ず
る
あ6
 y

其
缺
を
湔
ふ
の
み
な
ら
卞

「

»
敦
の 

街
烁
銀
行
支
店
を
見
次
る
な
し
1-
.

と

稱

せ

ら

る

、
英

國
 

錤
行
文
店
の
多
く
は
僅
か
仁
普
通
の
往
宅
店
舖
に
多
少 

0

改
造
を
施
し
預
金
事
務
の
如
き
.1

局

部

の

事

務

を

.取 

:极
參
1C

過
ぎ
す
其
規®

@

單
な
る
.乙
t

名
義
乙
を
支
店 

'
と

f

る
が
獨
逸
に
於
け
る
预
金
取
极
所
と
大
差
な

く

 

銀
'行
事
務
：の
全
般

u
i

且
レ
て
管
掌
す
る
名
の
は
多
數
の 

支
店
中
の
小
部
分
に
過
ぎ
岁
。

' (

S
M

金
取
镞
所
；
：

.
預
金
®

镞
■
:
«.
斑 

を
取
极
ふ
べ
き
小
規
模
の
，，支
店
に
し

V

其
最
？
多
數
を

存
在
す
る
ば
_

を
以
<

第
一
と
し
獨
逸
銀
行
の
如
き
'
 

市
»

の
み
^

ズ.
四

十

七

箇0
诹
扱
所
を
有
せ6

取
极
所. 

設
置
の
利
益
は
僅
少
の
經
费
を
以
て
容
易
に
之
を
增
置 

す
る
を
得
る
に
あ
ら
殊
に
觸
逸
の
如
く
預
金
の
吸
收
に 

關
し
<
銀
行
間
の
：競
爭
激
烈
な
ゐ
所
に
於

<
疼

1

層
其 

利
使
を
感
す
る
こ
と
深
か
ら
ぎ
る
を
得
卞
、

rc
4

ば
各 

銀
行
共
に
之
が
增
置
に
最
も
カ
を
注
ぎ
所
謂
預
金
服
极 

所
#
^
張

ろV

都
鄙
所
有
階
級
に
接
觸
し

V

預
金
を
吸 

收
ず
る
と
共
に
自
行
の
を
滲
触
せ
ら
れ
次
ら 

ん
乙
i

を
努
.'̂
。
.
.
.

|

前
揭
五
大
龈
行
の
取
微
所
を
擧
ぐ
れ
ば
次
の
.
^
^
。

獨
逸
銀
行
 

ま一♦

トレ
スデ
八一

 

.

割
引
會
社■;
’
八1

:

.■•
商
工
銀
行
>

.

.
ニ
丑 

|

シ
ヤ
ウ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
銀
行
組
合
三

3

.

.

(

三y
i

テ"

上
記
支
店
及
纹
取
极
所
の
外
、
銀 

I

，
行

集

中

上

最

名

重

親

す

ベ

t
?
0
lc
娘
銀
行
あ
ろV

獨 

逸
銀
行
界
の
特
產
物̂
6
。

娘
銀
行
の
制
度
は
金
融
業
務
の
取
极
に
關
聯
す
る
«

の 

に
し
て
銀
行
が
有
價
證
券
の
發
行
引
受
に
染
手
す
る
や


